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8月17日z

で終了しま

なかった方c

第 2次レン

しょう。

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
れ
た
児
章
、

ま
た
は
給
て
子
な
と
。

五

十

年

三
月
中
学
卒
業
で
資
格
を

失
り
に
万
は
、
全
員
該
当
し
ま
す
の
て

わ
し
た
り
し
て
交
通
事
故
の
も
と
に
も

な
り
ま
す
し
、
ま
た
、
車
外
に
取
り
付

十
た
ミ
ュ

l

J

y
ク
ホ
|
ン
は
騒
音
公

害
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
車
の
不
正
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運動会たけなわ
市内の保育園、幼稚園、 小学校の運動会が、祝日、休日を中心に一斉に行われ、秋の運動会最盛期。あち

らの園の庭、こちらの校庭から、子供たちの元気な歓声がおきていました。

写真は、神科第 l保育園の運動会(年少・ 中組のカケ ッコ)
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市長提案説明

E霊園D翠

本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十
一
年
九
月
定

例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

公
私
共
に
い
よ
い
よ
こ
多
端
の
と
こ
ろ

ご
出
昨
叩
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に

、、，岡、，同

t: えつ

量
一
な
議
案
説
明
日

...~728号 (票箱鋭緒的一一一広報

〈
条
例
〉

千
曲
町
同
和
地
区
集
会
所
の
完
成
に

よ
る
「
同
和
対
策
集
会
所
条
例
」
の
一

部
改
正
。
非
常
勤
消
防
団
員
な
ど
に
対

す
る
矧
官
官
補
償
の
充
実
を
図
る
、
補
償

法
礎
似
の
引
き
上
げ
を
行
う
「
上
田
市

消
防
団
日
等
公
務
災
害
補
償
条
例
」
の

一
部
改
正
、
「
職
員
立
慰
金
条
例
」
の
一

部
改
正
の
三
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

〈
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
〉

補
正
頒
、
六
億
五
千
九
百
五
十
六
万

七
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ

り
、
予
算
総
額
は
九
十
億
二
千
九
百
五

十
万
阿
千
円
と
な
リ
、
前
年
同
期
に
対

城
下
、
別
所
小
学
校
の
運
動
場
用
地

買
収
、
東
塩
回
小
学
校
校
舎
改
築
、
中

塩
田
、
西
塩
田
小
学
校
、
塩
田
中
学
校

.9月定例市議会で提案説明を
する石井市長

ご
苦
労
様
で
ご
さ
い
ま
す
。

今
回
、
提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
は

条
例
案
三
件
、
決
算
、
予
算
案
十
件
、

事
件
決
議
案
三
件
、
報
告
三
件
の
合
計

十
九
件
で
あ
り
ま
す
。

し
て
、
一
九
%
の
伸
長
と
な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
税
、
一
億
八
千
七
百
七
十
五
万
五

千
円
、
市
償
、
一
億
六
千
百
六
十
万
円

地
方
交
付
税
、
一
億
円
、
繰
越
金
、
一

億
円
な
ど
収
入
可
能
な
範
囲
で
計
上
し

ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
費
〉

明
る
い
街
、つ

く
り
の
推
進
に
、
百
三

十
九
自
治
会
へ
防
犯
燈
電
気
料
、
六
百

五
万
七
千
円
の
補
助
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
民
生
費
〉

部
落
解
放
同
盟
上
田
協
議
会
へ
の
補

助
、
豊
殿
保
育
園
給
食
室
改
造
工
事
、

老
人
ホ

l
ム
改
築
工
事
、
計
千
四
百
万

円
な
ど
、
既
決
予
算
に
追
加
し
、
あ
ら

た
に
、
旧
常
国
幼
稚
園
を
改
修
、
国
の

追
加
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈水
道
事
業
会
計
〉

収
益
的
支
出
で
、
配
給
水
管
布
設
等

さ
て
、
今
日
に
お
け
る
地
方
自
治
運

営
は
、
私
か
ら
申
し
あ
げ
る
ま
で
も
な

く
、
財
政
問
題
を
は
じ
め
、
諸
般
に
わ

た
っ
て
き
び
し
い
情
勢
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

わ
が
上
田
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
去

る
昭
和
四
十
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以

来
、
打
ち
続
く
不
況
の
中
、
多
く
の
手

段
を
講
じ
な
が
ら
、
こ
れ
に
対
処
し
て

ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
は
、
全
国
的
に
赤
字

決
算
の
自
治
体
が
多
く
な
る
と
予
想
さ

れ
る
深
刻
な
財
政
事
情
の
中
で
、
幸
い

当
市
は
可
能
な
か
容
り
一
事
業
の
実
施
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
何
結

氷
※
来
来
来
来
来
来
※
来
来
来
来
来
来
来
※
来
※
来
来
来

認
可
を
得
て
発
足
す
る
民
間
施
設
、
上

回
い
ず
み
園
に
対
す
る
、
障
害
児
通
園

施
設
改
修
工
事
補
助
金
二
百
十
四
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
衛
生
費
〉

上
小
衛
生
施
設
組
合
、
上
田
市
真
田

町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
な
ど
、
一
部

事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
割
合
に
応
じ

た
義
務
的
な
経
費
、
経
営
難
で
苦
し
む

公
衆
浴
場
へ
市
単
独
の
補
助
金
、
じ
ん

か
い
収
集
の
能
率
化
の
た
め
の
収
集
車

購
入
予
算
な
ど
を
計
上
、
環
境
整
備
に

配
慮
し
ま
し
た
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

養
殖
事
業
振
興
の
内
水
面
総
合
対
策

事
業
、
上
の
原
地
区
の
加
工

ぶ
ど
う
に

対
す
る
果
樹
生
産
合
理
化
パ
イ
ロ

ッ
ト

事
業
、
団
体
営
事
業
の
か
ん
が
い
排
水

こ
の
懇
談
会
は
、
市
、
市
議
会
か
ら

も
出
席
、
八
月
九
日
、
十
日
に
山
陽
新

幹
線
を
祝
祭
し
た
結
果
を
資
料
に、

上

果
黒
字
を
も
っ
て
決
算
で
き
る
状
態
で
す
。

あ
り
ま
す
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
議
員
各
現
時
点
に
お
き
ま
し
て
、
計
千
と
は

位
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
ぃ

、之
、
市
財
政
か
好
転
を
み
た
こ
と
は

謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
喜
び
と

昭
和
五
十
一
年
度
の
財
政
運
営
に
つ
す
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
が
、
先
に
も

き
ま
し
て
も
、
予
測
困
難
な
経
済
情
勢
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
予
断
の
許
き
れ
な

を
ふ
ま
え
、
あ
く
ま
で
健
全
財
政
保
持
い
先
き
行
き
に
対
し
、
で
き
る
限
り

の

の
た
め
慎
重
に
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
努
力
に
よ
り
計
画
的
、
効
本
的
行
財
政

た
が
、
そ
の
後
一
般
会
計
に
お
き
ま
し
の
推
進
を
は
か

つ
て
ま
い
り
た
い
所
存

て
は
、
市
税
及
び
地
方
交
付
税
、
市
偵
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
り

一

等
に
予
定
を
上
回
る
歳
入
の
確
保
を
す
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

d

る
こ
と
が
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま

た
の
で
、
今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
経
し
て
は
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
?
え
、

費
を
計
上
い
た
し
、
施
策
の
充
実
を
は
ご
議
決
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

か
つ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
あ
げ
ま
す
。

ホ
楽
楽
楽
来
来
来
※
来
※
*
*
*
※
来
来
楽
楽
楽
楽
来
来
来
来
来
来
※
※
来
来
来
来
来
楽
来
※
来
来
楽
楽
楽
来
来
来

事
業
、
計
二
千
九
百
四
十
六
万
五
千
円
め
の
対
策
費
を
計
上
、
積
極
的
な
推
進

な
ど
、
各
種
事
業
を
補
助
、
同
和
地
区
を
図
り
ま
す
。

の
農
業
振
興
費
と
し
て
岡
、
仁
古
田
、

〈
土
木
賀
〉

東
前
山
地
区
な
ど
の
農
業
整
備
事
業
工
道
路
新
設
、
改
良
工
事
、
道
路
維
持

事
費
三
千
二
百
六
十
六
万
七
千
円
。
農
修
繕
工
事
、
河
川
、
水
路
の
改
修
工
事

業
団
地
育
成
対
策
基
本
要
綱
に
基
づ
く
原
材
料
費
、
計
一
億
八
千
五
百
万
円
な

モ
デ
ル
農
業
育
成
対
策
の
一
環
と
し
て
ど
を
大
幅
補
正
、
道
路
の
新
設
、
改
良

農
業
生
産
基
盤
お
よ
び
農
村
生
活
環
境
は
、
今
回
の
補
正
で
三
億
八
千
万
円
と

整
備
を
推
進
す
る
富
士
山
農
村
基
盤
総
な
り
、
例
年
の
三
倍
近
い
事
業
費
を
計

合
ほ
場
整
備
事
業
(
五
十
二
年
か
ら
四
上
、
住
民
の
要
望
に
こ
た
、
ぇ
、
積
極
的

か
年
計
画
、
工
費
三
億
円
の
予
定
)
の
に
道
路
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
国
の
事

た
め
の
設
計
費
、
図
化
費
等
四
百
二
十
業
決
定
に
伴
う
矢
沢
地
区
、
小
集
務
改

九
万
八
千
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

良
事
業
は
、
環
境
改
善
を
図
り
、
健
康

〈商
工
費
〉

で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
、
集
団
住
宅

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
貸
付
金
建
設
を
行
う
も
の
で
本
年
は
、
用
地
買

を
勤
労
者
の
資
金
要
望
に
こ
た
え
て
一
収
費
と
敷
地
造
成
費
六
千
一
万
五
千
円

千
万
円
を
追
加
、
市
の
発
展
に
大
き
な
を
計
上
し
ま
し
た
。

か
か
わ
り
を
も
っ
新
幹
線
駅
誘
致
の
た

《教
育
費
v

し
合
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
駅
誘
致
運
動

の
参
考
に
し
て
行
く
と
と
も
に
、
地
区

自
治
会
連
合
会
長
さ
ん
を
中
心
に
内
治
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助
、
豊
殿
保
育
園

老
人
ホ

l
ム
改
築
工
事
、
計
千
四
百
万

円
な
ど
、
既
決
予
算
に
追
加
し
、
あ
ら

た
に
、
旧
常
国
幼
稚
園
を
改
修
、
国
の

納
.
止
紙
、
六
億
五
千
九
百
五
十
六
万

じ
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
こ
れ
に
よ

リ‘

4
j
H
肝
総
額
は
九
十
億
二
千
九
百
五

十
万
四
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
付

収
費
と
敷
地
造
成
費
六
千
一
万
五
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
動
叫
害
円

m
H
C

を
勤
労
者
の
資
金
要
望
に
こ
た
え
て
一

千
万
円
を
追
加
、
市
の
発
展
に
大
き
な

か
か
わ
り
を
も
っ
新
幹
線
駅
誘
致
め
た

事
業
、
上
の
原
地
区
の
加
工
ぶ
ど
う
に

対
す
る
果
樹
生
産
合
理
化
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
、
団
体
営
事
業
の
か
ん
が
い
排
水

も
出
席
、
八
月
九
日
、
十
日
に
山
陽
新

幹
線
を
視
察
し
た
結
果
を
資
料
に
、
上

副
市
は
、
ど
の
よ
う
に
新
幹
線
駅
誘
欽

住
民
総
参
加
で

息
の
長
い
運
動
が
必
要

〈
新
幹
線
駅
誘
致
懇
談
会
開
く
〉

し
合
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
駅
誘
致
運
動

の
参
考
に
し
て
行
く
と
と
も
に
、
地
区

自
治
会
迎
合
会
長
さ
ん
を
中
心
に
自
治

会
内
て
も
誘
致
辺
助
を
盛
リ
あ
げ
て
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

追
加
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
水
道
卒
業
会
計
v

収
益
的
支
出
で
、
配
給
水
管
布
設
等

の
工
事
詰
負
由
一
千
六
百
五
ト
万
円
の

ほ
か
、
経
常
行
を
計
上
、
資
本
的
支
出

で
は
、
連
設
改
良
伐
の
配
水
管
布
設
工

事
、
パ
イ
プ
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
工
事
、
計

七
千
万
円
な
ど
を
計
上
、
拡
張
事
業
費

で
は
汚
泥
処
理
施
設
新
設
工
事
費
二
億

一
千
三
百
九
十
一
万
五
千
円
を
減
額
の

ほ
か
計
画
変
更
に
よ
り
追
加
、
あ
る
い

は
減
額
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
費
の
減

額
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
の
国
庫

補
助
事
業
と
し
て
建
設
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
、
本
年
度
減
額
補
正
し
ま

し
た
。

『

純

F
-
別
戸

4
学
校
nv
運
動
場
用
地

問

買

収

‘

京

弘

m
A
a
同
十
位
校
舎
改
築
、
中

山
泡
刷
、
内
出
問
小
川
子
校
、
温
問
中
学
校

-
d
n
 

-
の
非
常
泊
報
装
抗
、
什
四
千
五
百
九
十

一

h
力

L
下
円
む
と
、
学
校
作
備
に
配
慮

一

し
ま
し
た
。
同
和
集
会
所
を
、
浦
野
、

一

中
之
条
に
挫
設
す
る
た
め
一
千
九
百
二

一

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

組

〈

災

害

復

旧
ぢ

川
一
側
五
月
一
日
と
七
月
十
九
日
の
風
間
災

昨
附
存
に
よ
る
、

山一
版
業
用
施
設
、
第
四
中
学

U
NH
a
q
d
 

川
明
校
の
復
旧
工
事
代
を
計
上
し
ま
し
た
。

一

〈
五
十
一
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
〉

一

れ
祉
が
業
セ
ン
タ
ー
会
計
の
窓
改
修

だ

工
事
代
、
嵐
印
有
線
屯
話
卒
業
会
計
の

向
動
政
送
装
置
工
事
費
、
産
院
事
業
会

計
、
交
通
災
害
共
済
会
計
の
経
常
費
の

4
内

命
件
、本山

凶ん々
ぜ開

ハ中ん主、
由一
小中国.りヵ左

先
頭
に
運
動
会
」
始
的
、
市
議
会
の
北
陪

新
幹
線
特
別
対
策
委
口
会
も
、
す
べ
て

の
関
係
機
関
に
陳
情
な
と
の
辺
引
を
し

て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
治
会
を

と
お
し
て
市
民
所
一
助
に
発
展
さ
せ
、
県

知
事
な
ど
に
強
力
に
陳
情
し
て
行
く
へ

き
だ
。助

役

l
ボ
|
リ
ン
ク
調
伐
の
状
況
説

明
を観

光
課
長

1μ
卜
年
虻
か
川
、

e

九
十

一
年
は
、
二
か
所
で
、

山
悦
ト
れ
(
九
パ

L

ハ

日
)
中
古
田
で
ボ
リ
ン
ク
小
て
あ
る

市
内
は
、
岩
盤
に
つ
い
て
問
題
は
な
く

地
下
水
の
調
伐
を
主
体
と
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
路
線
の
決
定
は

駅
を
決
め
て
か
ら
路
線
を
引
く
の
で
川
町

本
に
の
う
て
い
な
い
と
駅
成
政
は
む
ず

か
し
く
な
リ
ま
す
。

r; 

話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
の
駅
誘
致
運
動
め
参
考
に
し
て
行
き

た
い
と
々
、
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

観
光
課
長

1
先
日
、
青
年
会
議
所
の

皆
さ
ん
も
、
三
原
市
な
ど
山
陽
新
幹
線

を
視
察
し
、
そ
の
結
果
、
上
田
駅
誘
致

に
積
極
的
に
協
力
す
る
と
約
さ
れ
ま
し

た
が
、
三
原
市
の
例
で
は
、
路
線
決
定

一
か
月
後
に
新
幹
細
土
恨
の
事
務
所
い
か

出
き
、
他
の
新
幹
線
で
も
三
か
月
以
内

に
起
工
式
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
と
、

現
布
、
一
日
三
十
三
億
円
の
赤
字
を
出

し
て
い
る
国
鉄
が
、
八
月
三
十
一
日
の

新
聞
発
表

(
監
査
報
背
)
で
、
北
陸
新

幹
線
へ
の
予
算
が
凍
結
さ
れ
た
た
め
、

路
線
発
表
は
遅
れ
る
と
思
わ
れ
、
内
仙
の

長
い
誘
致
運
動
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す

北
沢
議
員
H
H
石
井
市
民
が
当
選
、
県

知
事
、
長
野
鉄
道
管
開
局
長
に
駅
誘
致

の
話
し
を
し
た
ら
、
上
田
も
駅
が
必
要

な
の
か
と
言
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
市
民
を

)い
J
j

舎ゴ愁れ

れ

警

叫

柳

川
〆
J
Uの熱

えつ広報

市
民
課
長
(
司
会

)
l
お
い
そ
か
し

い
と
こ
ろ
、
ご
参
他
府
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
こ
さ
い
ま
す
。
よ
る
八
月
九
日

十
日
に
市
内
治
会
連
合
会
長
、
地
区
連

A
H
会
長
の
皆
さ
ん
に
山
陽
新
幹
線
の
三

原
、
尾
道
両
市
を
視
察
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
日
は
、
そ
の
結
果
を
資

料
と
し
て
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
発
な

一(3)ー一一昭和51年10月1日

市
と
市
民
一
体
の
体
制
を

上
田
の
運
動
は
遅
れ
ぎ
み

九
月
六
日
、
市
役
所
五
階
委
員
会
室

で、

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
に
つ
い

て
、
自
治
会
連
合
会
地
区
連
合
会
長
の

懇
談
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

滝
沢
議
員

1
新
幹
線
は
、
時
速
二

O



O
げ
を
出
す
、
飛
行
機
以
外
の
交
通
機

関
と
し
て
は
紋
高
の
も
の
て
、
い
わ
ば

交
通
革
命
と
も
い
え
る
。

こ
れ
に
乗
り

出
れ
た
ら
理
輪
的
に
考
、
え
て
も
時
代
遅

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
市
の
発
展
を

考
え
る
と
大
き
な
損
失
に
な
る
と
思
う

の
で
、
駅
誘
致
に
つ
い
て
は
、
市
民
全

体
か
真
剣
に
考
え
る
べ
き
だ
。

田
中
さ
ん

l
北
陸
新
幹
線
の
駅
誘
致

運
動
は
、
他
と
比
べ
て
上
田
市
は
、
立

ち
お
く
れ
の
感
が
あ
る
の
で
市
民
の
署

名
を
取
る
な
ど
し
て
関
心
を
高
め
る
べ

き
だ
。
ま
た
、
田
町
内
の
駅
設
置
に
つ
い
て
は
県
知
事
の
権
限
も
大
き
い
の
で

一
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
期
成
同
新
幹
線
部
長
と
延
原
第
一
課
長
の
講
一

だ
…
盟
会
大
会
が
、
九
月
十
一
日
、

市

役

演

を

聞

き

閉
会
し
ま
し
た
。

…

え

…

所

六
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
マ
役

員

会

長

1
石
井
泉
上
田
市
長

う

一

こ

の

大

会

で
は
、
石
井
上
田
市
長
副
会
長

1
永
井
泰
美
武
石
村
長
、
鈴

一

匝

…

を
会
長
に
、
永
井
武
石
村
長
ほ
か
八
木
善
一
上
山
田
町
長
、
葦
沢
達
上
回

一

l

-

ペ
レ
…
名
を
副
会
長
に
選
任
(
後
記
)
、
会
則
市
議
会
議
長
、
片
桐
孝
小
県
郡
町
村
一

刊
一
を
承
認
し
、
上
小
地
方
は
東
信
の
か
議
会
議
長
会
長
、
山
崎
正
夫
上
回
一

一
一
な
め
で
あ
り
、
ま
た
、
交
通
の
要
所
市
農
業
委
員
会
長
、
小
山
喜
太
郎
上
.

世
駅
誘
致
運
動
推
進
を
決
議

ロ
便

F

留

一

新

幹

線

上
田
駅
誘
致
期
成
同
盟
会
大
会

面
H
η
0

・

mw
…
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
件
を
よ
り
田
商
工
会
議
所
会
頭
、
塚
田
今
朝
則
一

一
一
以
上
に
満
た
す
と
と
も
に
、
相
互
発
上
田
市
自
治
会
連
合
会
長
、
宮
原
平
一

一

…

展

の
根
幹
と
な
る
、
新
幹
線
駅
設
置
一
上
小
農
業
協
同
組
合
長
会
長
、
八
一

一
一
を
強
く
熱
望
し
、

実
現
に
最
大
の
協

田
た
つ
よ
上
田
市
婦
人
団
体
連
絡
協

一
一
力
を
惜
ま
な
い
。
と
す
る
「
北
陸
新
議
会
長
、
竹
内
正
北
陸
新
幹
線
上
田
一

号
一
幹
線
駅
設
置
に
関
す
る
決
議
」

を

採

駅

招

致

東

信

地
区
温
泉
観
光
地
推
進
一

湖
一
択
、

今
後
の
運
動
を
よ
り
強
力

に

行

協

議

会

代

表

。

A
J
う
方
針
を
決
仇
打
、
鉄
建
公
団
川
円
高
僑

1

)

昭和51年10月1日ー-<4)ー

在
で
も
国
鉄
線
に
よ

っ
て
地
区
が
二
分

さ
れ
て
い
る
、
こ
の
う
、
ぇ
新
幹
線
に
よ

っ
て
細
分
さ
れ
て
は
こ
ま
る
。
ま
た
、

沓
掛
さ
ん

l
駅
を
決
め
て
、
路
線
を

引
く
と
の
話
し
な
の
で
、
お
お
よ
そ
駅

設
置
場
所
を
予
定
し
、
そ
の
地
区
住
民

の
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
上
沢
地

区
で
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
良
い
が

新
幹
線
通
過
は
反
対
と
の
意
志
表
明
が

あ
る
と
聞
い
た
が
:
:
:
。

西
川
さ
ん
ー
そ
の
と
お
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
判
断
や
協
力
を
得
る
た
め
に

順
長
E
R
E
-
Z
E
X
E
K
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
特
長
特
劃

き
純一

E

会
吟
会
会
会
会
民
会
会
会
会
会
会
会
会
会
議
閉
鎖
立

対

長
ロ
区
区
区
区
区
区

地
区
区
区
区
区
区
区
区
区
新
策
新
副

三

会
連
也
也
也
也
也
也
泊
也
也
地
地
地
地
也
也
也
会
指
肘
強
策

一山

合
会

f
土
士
士
士
士
長
士
土
田
田
山
田
士
士
士
訓
別
訓
吋

抑
活
治
部
部
部
部
下
尻

ι科
殿
塩
塩
士

塩

所

西

西

識

齢

勺

和町

山一
一団
一
湿
潤
仙
沼
崎
直
川
…
畑
一哩
伸
一川
崎
閣
制
一山
川
一宮

川

岬

号一叩

白
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん

河川
N

引
き
さ
き
さ
さ
さ
き
さ
き
さ
さ
さ
き
さ
さ
き
さ
さ
さ
さ

同

町

釘

雌

明

男
十
司
一
雄
本
一
茂
一
一
一
昔
雄
二
雄
達
勝
太

幹

仕

今
三
隆
一
宗
松
忠
寅
務
良
金
弥
隆
増
英
嘉

早
川

喧
坤

左ヵ、ら沓掛さん、渡辺さん、井出さん

県
知
事
へ
の
働
き
か
け
も
強
力
に
進
め

る
べ
き
だ
。

渡
辺
さ
ん

l
三
原
市
で
は
、
路
線
を

早
く
予
想
し
、
三
千
八
百
名
の
署
名
を

取
る
な
ど
、
市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
強
力
な
運
動
を
展
開
、
駅
設
置
を
み

た
。
上
田
市
も
全
市
民
が
一
体
と
な
れ

る
体
制
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

駅
の
位
置
決
定
は

話
し
合
い
で

んさ山村ん々
ぜ西ん有

『良中田.り仇
H左

も
、
市
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
駅
の
設

置
場
所
を
明
確
に
す
べ
き
だ
。

北
沢
議
員

l
他
の
例
を
見
て
も
現
駅

併
設
が
一
番
良
い
方
法
の
よ
う
だ
が
、

先
日
、
天
神
町
の
住
民
、
商
工
会
の
皆

さ
ん
と
の
話
し
合
い
で
は
、
現
駅
に
併

設
す
る
な
ら
協
力
し
て
も
良
い
と
言
う

意
向
が
あ
っ
た
。

{ 

京丁、

市 長

.(1;1) 干支
商工部長

民生部長
観光課長

市民課長

新 幹 線 係 長

塚田

山本
中沢
樋詰

田中
朝日

昔桂ト
渡辺
井出

田中

西川
村山

室賀
小宮山
久保
宮崎

西沢
葦沢

北沢

梅沢

井
崎
沢
田
山
川
泉

石
比
米
北
増
小
内
小

の
対
象
と
な
っ
た
地
区
へ
は
、
全
市
的

な
立
場
で
補
償
対
策
を
構
じ
て
行
き
た

い
。
国
鉄
で
は
、
長
野
県
は
塩
嶺
ト
ン

ネ
ル
の
件
が
あ
る
の
で
、
反
対
は
な
い

市
長
M
H
沓
掛
さ
ん
や
ほ
か
の
皆
さ
ん

が
お
っ
し
ゃ
る
、
駅
の
位
置
を
決
定
す

る
こ
と
は
、
住
民
の
意
向
が
あ
り
大
変

む
ず
か
し
い
問
題
と
思
う
が
、
視
察
地

で
は
ど
う
で
し
た
か
。

観
光
課
長

l
山
口
県
の
岩
国
市
で
は

新
幹
線
の
駅
は
、
市
街
地
か
ら
一
二
日

も
離
れ
た
、
へ
ん
ぴ
な
所
に
あ
る
。

こ

れ
は
、
岩
国
に
駅
が
出
き
れ
ば
ど
こ
で

も
よ
い
と
の
態
度
で
い
た
と
こ
ろ
、
国

鉄
で
は
、
保
線
基
地
が
必
要
だ
っ
た
こ

と
と
、
最
短
距
離
が
と
れ
、
し
か
も
名

所
の
錦
帯
橋
の
近
く
が
都
合
が
良
い
と

決
め
て
し
ま
っ
た
た
め
で
す
。
県
内
で

は
佐
久
市
が
駅
誘
致
の
候
補
地
を
決
め

左カ、ら
助役、市長、葦沢議長、北沢市議、滝沢市議

九
九
、

0
0
0平
方
灯
(
三
万
坪
)
の

代
替
地
も
用
意
し
て
い
る
。
長
野
市
で

も
、
現
駅
に
併
設
を
議
会
で
決
議
し
種

々
の
路
線
を
予
想
し
、
技
術
職
員
が
研

究
し
て
い
る
。
当
市
で
は
、
下
之
郷
へ

駅
を
と
自
治
会
長
き
ん
の
声
か
あ
る
が

、
、
仇
札
事
、

H
H崎
、
十
巾
拡
問
仙
岨

mり
R
川
、
判
州
・

H
H喝
&
ふ
円
ミ
司
、
b
」
ワ

く
、
市
全
体
の
盛
り
あ
が
り
を
調
査
し

て
い
る
の
で
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
盛

り
あ
が
り

の
あ
る
運
動
を
お
願
い
し
ま

す。



h

か
て
ム
ろ
う
1
1
A
1
日
勾
よ

7
な
会
合

目的

を
民
わ
て
ず
姉
し
を
殺
ウ
め
て
行
く
こ
と

内

yt

・
知

が
し
人
切
と
忠
わ
れ
ま
す
。

一

滝

沢

諭

員

l
駅
の
位
置
に
つ
い
て
は

一

少
な
;
と
も
川
辺
ご
十
万
人
の
ん
円
立
を

一

仰

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
な
の
で
、

一

一
地
点
と
決
定
す
れ
ば
必
ず
反
対
が
あ

一

る

さ
も
な
く
も
上
回
は
、
駅
誘
致
運

抑
制
動
か
遅
れ
て
い
る
の
で
そ
の
体
制
を
繁

ω耐
え
な
か
ら
、
駅
の
位
置
を
決
め
て
行
っ

瀦

た

ら

ど

っ

か

。

昭傭
m

J
 

φ
l
 

補
償
対
策
は

万
全
を
期
す

え

観
光
課
長

l
先
ほ
ど
、
沓
掛
さ
ん
か

ら
上
沢
地
区
が
反
対
し
て
い
る
と
の
お

話
し
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
現

つ広 報

九
月
一
日
号
の
「
広
報
う
、
え
だ
」

で
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
私
た
ち
は

去
る
八
月
九
日
、
十
日
の
両
日
、
北

陪
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
運
動
の
可
否

判
断

の

参

一

一

J-v
駅
が
な
け
れ
ば

z
h
.‘afk.
，
 

同

町

3
Y

市
は
発
展
せ
ず

e

T

i

-

-
.. ，
同
・

4

ず
ト

a.

‘‘.、

ι

，ιh
m
d曹、

視
察
を
終
え
て

は

4

地
区
連
合
会
長

(山
陽
新
幹
線
)
三
原
市
、
尾
道
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

尾
道
市
は
、
有
名
な
観
光
都
市
で

あ
り
、
ま
た
、
四
国
へ
の
玄
関
口
で

ー (5ド一一昭和51年10月1日

在
で
も
国
鉄
線
に
よ
っ
て
地
区
が
二
分

さ
れ
て
い
る
、
こ
の
う
、
ぇ
新
幹
線
に
ょ

う
て
細
分
さ
れ
て
は

こ
ま
る
。
ま
た
、

優
良
燥
地
も
う
ふ
れ
る
と
言
う
の
が
主

な
原
因
で
す
。
し
か
し
、
上
越
新
幹
線

の
月
夜
野
町
で
は
、
潰
地
(
つ
ぶ
れ
ち
)

を
予
定
し
て
、
今
ま
で
山
や
川
、
放
置

し
て
お
い
た
畑
地
を
、
町
が
開
懇
〔
六

九
三
、

0
0
0
平
方
灯
(
七

O
町
歩
)
)

し
代
替
地
と
し
た
。
農
道
に
つ
い
て
も

補
償
が
十
分
つ
く
よ
う
に
、
細
い
農
道

を
広
く
す
る
な
ど
、
す
べ
て
計
画
路
線

に
組
み
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
反
対

地
区

の
皆
さ
ん
と
も
話
し
合
い
で
解
決

で
き
る
方
法
は
、
あ
る
と
思
う
。

滝
沢
議
員

1
三
月
市
議
会
で
、
市
長

に
新
幹
線
に
対
す
る
質
問
を
し
た
が

当
然
、
新
幹
線
駅
が
出
き
る
も
の
と

考
え
て
い
た
が
、
結
果
は
、
一
二
日

先
き
の
三
原
市
に
駅
が
設
置
さ
れ
、

尾
道
は
さ
び
れ
、
三
原
が
脚
光
を
浴

び
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
要
因
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
、

特
に
次
の
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

J尺

井
崎
沢
田
山
川
泉

国
本
沢
詰
中
日
掛
辺
出
中
川
山
賀
山
保
崎
沢
沢
沢

{口口

塚
山
中
橋
田
朝
沓
渡
井
田
西
村
室
小
久
宮
西
葦
北

市
長
は
、
公
害
対
策
な
ど
、
市
の
責
任

に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
の
補
償
対
策

を
立
て
る
と
答
え
て
い
る
。

市

長

1
か
な
ら
ず
総
論
賛
成
、
各
論

反
対
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
路
線

三
原
市
の
駅
誘
致
成
功
の
最
大
原

因
は
、
駅
設
置
地
域
の
住
民
三
百
戸

が
立
ち
退
き
に
協
力
し
た
こ
と
、
こ

れ
ら
の
人
た
ち
が
、
地
域
の
発
展
な

室
賀
弥
三
郎
さ
ん

く
し
て
個
人
の
発
展
な
し
と
考
、
ぇ
、

卒
先
、
署
名
運
動
に
参
加
し
た
こ
と

国
鉄
も
、
将
来
の
生
活
を
約
束
し
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
住
民
の
力
が

滝

石
此
南
北
増
小
内
小

左から久保さん、朝日さん、橋詰さん

の
対
象
と
な

っ
た
地
区
へ
は
、
全
市
的

な
立
場
で
補
償
対
策
を
構
じ
て
行
き
た

い
。
国
鉄
で
は
、
長
野
県
は
塩
嶺
ト
ン

ネ
ル
の
件
が
あ
る
の
で
、
反
対
は
な
い

か
大
変
神
経
質
に
な
っ
て
い
て
用
心
深

一
つ
に
な
っ
た
時
の
力
の
強
さ
を
特

に
感
じ
ま
し
た
。

尾
道
市
の
駅
誘
致
の
失
敗
の
原
因

は
、
情
勢
判
断
の
甘
さ
と
、
市
民
の

多
く
が
、
新
幹
線
の
駅
が
な
く
て
も

山
陽
本
線
の
特
急
、
急
行
を
利
用
す

れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
た
が
、
新
幹

線
が
開
通
し
た
ら
、
在
来
線
の
特
急

急
行
は
夜
間
一
本
だ
け
の
ロ
ー
カ
ル

線
と
な
っ
て
し
ま
い
、
想
像
以
上
に

生
活
、
経
済
の
う
え
に
大
き
な
打
撃

を
う
け
、
前
途
に
多
く
の
不
安
を
残

し
て
い
ま
す
。
新
幹
線
が
通
っ
て
も

上
回
に
駅
が
な
け
れ
ば
、
上
回
は
、

今
日
の
繁
栄
か
ら
転
落
し
て
さ
び
れ

て
し
ま
う
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

究
し
て
い
る
。
当
市
で
は
、
下
之
郷

へ

駅
を
と
自
治
会
長
さ
ん
の
声
が
あ
る
が

こ
れ
で
は
、
市
街
地
の
反
対
は
あ
き
ら

〈、

市
全
体
の
盛
り
あ
が
り
を
調
査
し

て
い
る
の
で
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
盛

り
あ
が
り
の
あ
る
運
動
を
お
願
い
し
ま

す。

左から商工部長、観光課長、新幹線係長

住
民
へ
の
働
き
か
け

広
報
、
集
会
、
署
名
で

商
工
部
長
H
H
種
々
の
ご
意
見
を
伺
い

ま
し
た
が
、
住
民
に
対
す
る
P
-
R
が

先
決
で
あ
る
と
の
芦
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
か
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

田
中
さ
ん

l
市
広
報
で
新
幹
線
特
集

号
を
出
し
、
駅
が
設
置
さ
れ
れ
ば
こ
う

な
る
、
な
け
れ
ば
こ
う
だ
と
具
体
的
な

も
の
を
掲
載
し
、

P
-
R
す
べ
き
だ
。

西
沢
さ
ん
ー
そ
の
際
、
文
章
は
な
る

べ
く
簡
潔
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
本
さ
ん

l
地
区
連
合
自
治
会
内
の

拡
大
委
員
会
の
話
し
合
い
の
中
で
、
新

幹
線
の
話
し
が
出
た
が
、
信
越
線
が
あ

る
か
ら
必
要
な
い
と
す
る
人
が
以
外
に

多
く
新
幹
線
が
通
っ
た
場
合
、
信
越
線

が
ロ

ー
カ
ル
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
知

ら
な
い
。
田
中
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り

p
・
R
活
動
を
早
急
に
進
め
る
べ
，

き
だ
。村

山
さ
ん

l
広
報
な
ど
は
わ
り
と
読

ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
議
会
の
決
定
と

市
の
方
向
を
示
し
、
住
民
の
署
名
運
動

を
合
わ
せ
て
行
う
べ
き
だ
。

中
沢
さ
ん

l
広
報
で
の
特
集
号
も
必

要
で
あ
る
が
、
ま
だ
、
一
般
市
民
の
関

心
が
低
い
の
で
、
説
明
会
な
ど
を
聞
い



位
ぐ
ら
い
の
説
明
討
論
会
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

北
沢
議
員

l
各
自
治
会
で
も
、
新
幹

線
駅
誘
致
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
積

'

極
的
に
参
加
し
て
、
ご
説
明
な
り
、
お

会
答
え
な
り
い
た
し
ま
す
。

時

議

長

H
H
そ
れ
に
は
、
具
体
的
な
資
料

ι
を
提
供
す
べ
き
だ
。

そ
の
う
え
で
、
討

肘
論
会
な
り
、
説
明
会
な
り
を
聞
き
、
意

西

見
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
べ
き
だ
。

山

市

民

課

長

1
ご

意

見

も

出

つ

く

し

た

市

職

員

を

次

に

よ

り

、

一

般

事

務

職

、

首

ょ

う

で

す

の

で

、

こ

の

へ

ん

で

終

ら

せ

保

母

を

募

集

し

ま

す

。
希
望
者
は
、
市

豆

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
一
般
市
民
の
協

役

所

三

階

庶

務

課

職

員

係

へ
次
に
よ
り

打

力

と

熱

意

が

大

切

で

あ

る

の

で

、

広

報

申

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

咋

仙

で

の

P
-
R
、

署

名

運

動

、

説

明

討

論

〈

資

格

・

人

員

〉

h
u
悼

会

な

ど

、

こ

れ

か

ら

の

運

動

に

+
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円
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特

病
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事
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3
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生
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務

鮒

門
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特
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会
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円
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事
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年
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特
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事
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た

症

の
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症

れ
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の

M
H
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日

会

典

会

衆

康
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討
M

等

困

者

に

受

持

よ

日

万

給

特

解

料

が

の

囲

華

犯

持

病

固

た

は

き

州

6

し

款

給

上

号

項

さ

事

水

康

、

れ

月

民

式

部

公

健

小

館

二

-i

者

範

病

き

の

、

に

l
m支
の
婚
助
金
等
範
日
和
和
傷
二
い
方
給
満
和
傷
、
支
以
い

、給

む

健

め

さ

om
市
①
②

没
正
給
向
き
様
降
病
月

、続
回
再
扶
付
傷

給

、

昭
昭
戦
第
な

の
支
、
昭
受
円
続
症
(

に

支

住

の

た

催

す

一

一

=

=

戦
改
支
戦
を
同
以
る
叩
に
継
前
(
務
給
戦
正
支
ア
①
②
の
③
上
が
イ
に
万
継
項
円

方

続

「

民

る

閉

ま

き

ろ

容

ω

ω

川

以

金

山

県

図

り

い

こ

を
よ
て
と
と
内

昭和51年 10月1日一一(6)ー

て
松
氏
が
参
加
で
き
る
運
動
も
進
め
る

べ
5
だ
や

朝
日
さ
ん
M
H
村
山
さ
ん
の
意
見
に
賛

成
だ
が
、
大
き
な
プ
ロ

y
ク
に
わ
け
て

説
明
会
を
開
く
の
て
な
く
、
公
民
館
単

t: えつぷ溜縦続号)一一広報28号ー

左カ、ら民生部長、市民課長、塚田さん

市職員募集

(一般職員と保母)

申込受付

10月25固まで

か
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
時
間
に
わ
た
っ
て
、
熱
心
に
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
た
。

福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係
(
包
@

四

一
O
O内
線
三
七
八
有
線

O
八
O

二

乙
川
h
ロロ
F
片
川

-rv'
A仇
凶

P
-
F
P'

堂
館
館
館
閣
館
館
一

。〆

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日

1
同
三
十
四

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
。
中
級

(
短
大
卒
程
度
)

H
H
昭
和
二
十
九
年
四

月
二
日

1
同
三
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
人
。
上
級
(
大
卒
程
度

)
l

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日

i
同
三
十
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
。

保
母
(
短
大
卒
程
度

)
l昭
和
二
十

九
年
四
月
二
日

1
同
三
十
二
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、
保
母
の
資
格

が
あ
る
人
、
ま
た
は
来
年
三
月
末
ま
で

に
資
格
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人
。

た
だ
し
、
一
般
事
務
、
保
母
と
も
、

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
住
む
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
人
。
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
。

〈
試
験
日
・
科
目
〉

十
一
月
十
一
日
閥
、
午
前
八
時
三
十

分
受
付
、
九
時
試
験
開
始
。

一
般
事
務
、
初
・
中
級

1
教
養
、
適

性
試
験
。
上
級

1
教
養
、
専
門
試
験
。

保
母

l
教
養
試
験
。

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
庶
務
課
に
あ

り
ま
す
)
マ
履
歴
書
、
最
終
学
校
成
績

証
明
書
(
高
校
在
学
者
は
、
統
一
応
募

書
類
使
用
)
マ
資
格
証
明
書
、
ま
た
は

資
格
取
得
見
込
証
明
書
(
保
母
の
み
)

マ
五
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒
(
合

否
連
絡
用
、
宛
先
き
記
入
)

〈申
込
期
限
・
お
問
合
せ
〉

十
月
十
五
日
幽
か
ら
十
月
二
十
五
日

間
ま
で
に
、
総
務
部
庶
務
課
職
員
係
〔
含

命

w
m問一

(〉()肉
川
幼
時
-
-
-
一
-
一
・
-
ご

三
こ
・

有
線
。
。
六
五
こ

ぃ者
。は

必
ず
来
館
し
て
申
込
ん
で

だ

き

木
曜
コ
ー
ス
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お知らせ

2 

9月 15日恒例の児童つり大会が
:千曲川市民公園で行われ、約600

;名の児童が参加 、60余ひきを釣り
l上げる児童もおり 一 日中にぎわい

まし Tこ。

児
童
手
当
の手

続
き
は
早
目
に

児
童
手
当
は
、
手
続
き
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
人
は
、
次
に
よ
り
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

〈資

格
〉

1
、
十
八
歳
未
満
の
子
供
を
三
人
以
上

育
て
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上

中
学
校
卒
業
前
め
子
供
が
い
る
人
。

2
、
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
(
例
え
ば
、
扶

長
税
族
が
五
人
の
場
合
、
年
所
得
三

百
二
十
六
万
六
千
円
)
に
満
た
な
い

こル」。

〈
金
額
〉

三
人
以
上
の
子
供
の
う
ち
、
出
生
順

に
数
え
て
、
三
人
目
か
ら
中
学
校
卒
業

前
の
子
供
一
人
に
つ
き
、
月
額
五
千
円

〈支
給
方
法
〉

えつ広報一 (7)一一昭和51年10月 1B 

毎
年
度
、
六
月
、
十
月
、
二
月
に
そ

れ
ぞ
れ
、
そ
の
月
の
前
四
か
月
分
を
ま

と
め
て
、
親
名
儀
(
受
給
者
)
の
普
通

預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
(
郵
便
貯

金
を
除
く
)

〈
手
続
き
方
法
〉

該
当
者
は
、
市
役
所
一
階
福
祉
事
務

所
社
会
課
(
窓
口
十
番
)
か
、

塩
田
、

川
西
、
豊
殿
の
各
支
所
へ
、

印
鑑
、
預

金
通
帳
、
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
公
務

員
、
公
共
企
業
体
の
職
員
は
勤
務
先
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

住
所
を
変
更
し
た
と
き
、
家
族
内
に

異
動
の
あ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

万
(2)継

項
円
方
続

福
祉
事
務
所
社
会
謀
社
会
係
(
宮
@

四
一

O
O内
線
三
七
八
有
線

O
八

O
こ

胃
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、
塩

田、

川
西
地
区
の
胃
集
団
検
診
を
下
表

に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会

場
で
お
受
け
く
だ
き
い
。

〈検
診
前
の
注
意
〉

検
診
当
日
は
、
検
診
が
終
了
す
る
ま

で
、
飲
食
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈料

金

〉

一
人
、
六
百
五
十
円

小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
、
生
ワ
ク
チ

ン
投
与
を
下
表
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で

対
象
者
は
、
最
寄
り
の
会
場
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢
が
過
ぎ
て
い
る
幼
児
で、

初
回
、
追
加
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈対
象
児
〉

初
回

1
五
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
に
生
れ
た
乳
児
、

追
加

l
五
十
年
七
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
幼
児

〈時

間

〉

い
ず
れ
も
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
ま
で
。

県民

を図る
より開
ていま

とき
ところ

内容=

胃集団検診日程表
月 日 実施会場 実施 日 ~コhミ 生参

北塩常回公会堂 10月18日(月) 下之郷公会堂
10月14日附 上 尻公会堂 19日(火) 鈴子公民館

塩田母子健康センター 20日や'1¥) 手 塚 公 民 館

上青木公会堂 21日(木) 西塩田 会館
10月15日樹 )11 辺 町 会 館 22日幽 本目 染 閣

塩田母子健康センター 23日出 舞 回 公民館

上野が丘公民館 25日(月) 保聖子公民館

10月19日(刈 新川西社会区福祉センタ一 26日(火) 塩田母子健康センター

国 民会館 27日附 11 

市豊好 殿支所
28日附 旧 室 tl 支所

10月22日幽 三 町会館 29日幽 小泉 区民会館

市健康センター 30日出 市川 西支所

小児マヒワクチン投与日程表
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、

二
十
五
歳
ま
で
の
女
子
を
対
象
に
、
着

物
着
付
教
室
(
十
一
月
i
十
二
月
)
の

生
徒
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。
希
望

有⑫(J=
樫 固ま
②ーて
o 0 ， ~ 
六 O 相

五内豆
一線骨
)ー音

ご所

=~ 
-~ 

-取
=j  

2': 

者
は
必
ず
来
館
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ

コ
l
ス
1
毎
週
水
、
木
曜

コ
ー

ス

時

間

l
午
後
六
時
1
八
時
ま
で
。

定

員

1
各
コ
ー
ス
と
も
十
二
名
。

会

費

1
二
千
円
(
二
か
月
分
)

締
切
り
H
H
十
月
十
六
日
出
ま
で
、
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

お
問
合
せ

1
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
|

ム
(
宮
@
七
一
一
七
)

自
分
の
体
力
年
齢
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
十
月
十
日
「
体
育
の
日
」
に

壮
年
体
力
テ
ス
ト
を
計
画
し
ま
し
た
。

こ
の
体
力
テ
ス
ト
は
、
三
十
歳
か
ら

六
十
歳
位
ま
で
の
健
康
な
男
女
を
対
象

と
し
、
体
育
指
導
委
員
の
指
導
で
行
い

ま
す
。

種
目
は
、
①
反
復
横
と
び
②
垂
直

と
び
、
③
握
力
、
④
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ

ル
、
⑤
急
歩
の
五
種
目
で
す
が
、
身
体

の
動
き
の
要
素
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
テ
ス
ト
し
、
体
力
を
測
定
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と

き

1
十
月
十
日
午
前
十
時

と
こ
ろ

1
二
中
体
育
館
、
市
営
陸
上
競

技
場
(
集
合
は
二
中
体
育
館
)

服

装

l
運
動
の
で
き
る
軽
装
で
運
動

靴
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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山
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
に
出
て
学

ふ
布
、
働
く
者
も
、
そ
し
て
親
か
ら
子

へ
、
係

へ
と
歌
い
つ
か
れ
、
広
く
親
し

ま
れ
て
き
た
、

川町
歌
「
信
濃
の
国
」
を

以
ド
制
定
十
周
年
を
記
念
し
て
、
歌
詞

と
山
を
正
し
く
残
そ
う
と
「
信
濃
の
国

歌
碑
」
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
ご
理
解
の
つ
、
え

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〈
き
ょ
金
方
法
〉

県
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
一
戸
十
円

小
・
中
・
向
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

t: えつ-m728号 (控訴蹴脇)一一広報

廃止されました

「老人医療請求書」
10月 1日から

今回、法律が一部改正され、 現在、 使用 されている

「老人医療伐請求書J (国民健康保険加 入者を除く)が

10月診療分から不用にな ります。 10月 1日からは 、被

保険者証 ・受給者証のみを医療を受け られる医療機関

に提出してください。

28号ー

一
人
一
円
の
き
ょ
金
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

〈
建
て
る
場
所
〉

県
庁
構
内
、
松
本
運
動
公
園
内
の
二

か
所
を
予
定
。

〈経
費
〉約

七
百
万
円
。

鮮魚産直デー
10月から毎月 15日再開

好評の産地直送事業を、今月から来年 4月まで( 12 

月1月を除く)取 り扱い業者のご協力を得て、再開し

ます。

この事業は、消費者と事業者の相互理解を前提に、

計画的な仕入れと消費の歯車がかみ合って こそ実現 し

ます。この機会に、 物価や流通機構をもう 一度考えて

みたいものです内

漁
村
部
落
で
は
漁
業
権
が
な
い
ゆ
え

も
く

っ

〈 で 室 ま 内と と 相海
相 、相 」 何 次 帆 'p: 映 こ 時談 外
談お 談をんのい 。11閣 。画 容ろ ま き に知
内 気の 聞 で 日 0・ 浬ぷと 11 11 で 11 応識
容 軽 秘 きも程 W:庶相 ブ上 十じめ
〉に密ま相に ・日夕:::::::::~:~~)~談ラ回 月る普
ごは す 談 よ :: 'I~ : ~ ::: 会ジ勤 八た及
相 、 。てい り 0・雷11'/:虫採 、ル労 日 めと
談 固 き、 幸!:t;:;:;:;::~:.:. 入 、者闘に

くく るふ {::+8::::{): 場カ 福 午行移

だ守 「だ 吾火 J 民ナ祉 後わ住
さ り 移ん 清'丸 山 晋 ダ セ 六れ希
いま 動着 出 。 平ヱ十のン 時ま望
。す 相 の::)~\?::・絞で‘紹タ 1 す者
の談 ま t・・ 1介|九 の

「マルチ商法に十分な注意を」

電波障害をなくそう
く全国電波障害一掃運動〉

一
般
|
|
生
活
上
お
困
り
の
こ
と

法
律
|
|
法
律
的
な
悩
み
ご
と

行
政
lea--

園
、
県、

市

へ
の
苦
情
、

要
望

悩みごと移動相談室日程表

10月21日(村 10月18日(月)

と

午後 1時 午前 9時 午後 l時 午前 9時
~ ~ ~ 一 き

午後 3時 正午 午後 3U寺 正午

二工二二ー一 上野カ、丘館 川辺町会館 I箆回解会放館
と

上回庖 公民
ろ

10月1日から 1か月 間「全国電波障害一掃運動」が

実施されます。

上回市では、昨年、 63件、 80世帯が電波障害を受け

まし た。 屯波障害の主なものは、高い建物による障害、

アマチュア無線局、市民ノ〈ンド、高周波機械、電気器

具などによるものがあります。次により電波障害相談

所を開設 しますので、お気軽にご相談ください。

と き=10月20日(柑午前10時~午後 4時

とこ ろーはてし、やデパート西口

料金は無料です。

「キノコに気をつけて」
各地でキノコ中毒が発生しています，毒キノコに注

立しましょう 。

業
権
を
認
め
て
く
れ
な
い
の
で
す
。
そ

な

く

た

も

い

っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
た
く
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
相
談
員
〉

行
政
相
談
委
員
、
市
役
所
職
員

簡
易
保
険
印
周
年

一

…
家
彩
な
記
念
続
事

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
、
大
正
五
年

創
業
以
来
、
こ
の
十
月
で
満
六
十
年
を

迎
え
、
契
約
件
数
五
千
万
件
、
契
約
保

険
金
二
十
八
兆
四
千
億
円
と
国
民
の
温

か
い
理
解
の
も
と
に
年
々
成
長
し
、
生

命
保
険
と
し
て
は
世
界
に
類
を
み
な
い

事
業
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

簡
易
保
険
で
は
、
創
業
六
十
周
年
を

記
念
し
て
次
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

〈記
念
た
ば
こ
の
発
売
〉

十
月
一

日
か
ら
十
日
ま
で
、
全
国
で

特
別
意
匠
の
チ
ェ

リ
ー
、
五
百
万
箱
を

発
売
し
ま
す
。

〈
記
念
保
険
証
書
の
発
行
〉

九
月
一
日
か
ら
来
年
三
月
ま
で
記
念

証
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

〈
米
寿
者
に
記
念
品
〉

こ
と
し
米
寿

(
八
十
八
歳
)
を
迎
え

た
、
お
年
寄
り
の
方
(
明
治
二
十
一
年

生
れ
)
に
記
念
の
湯
存
み
を
贈
り
ま
す

〈
そ
の
他
〉

写
真

コ
ン
ク
ー
ル
、
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
、
主
婦
を
対
象
と
し
た
手
記
な
ど
の

コ
ン
ク
ー
ル
、
「
愛
の
献
血
は
が
き
」

の
日
本
赤
十
字
社

へ
の
贈
呈
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

〈お
問
合
せ
〉

上
回
郵
便
局
(
骨u
mぜ
-
U

四
九
九
』

差
別
部
落
が
あ
る
か
ら
と
い

っ
て

T

ど
も
に
「
注
意
」
す
る
と
い

っ
た
、
同
市
酌
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|同和問題を考えるl
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次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(
八
月
三
十
一
日
現
在
」

小
沢
な
み
さ
ん常

凹
二

(下
常
国
)
五
五

問
中
幸
一

郎
さ
ん

緑

が

丘

西

七

二

中
村

幸

さ

ん

院

内

七
三

目
的
不
「
さ
ん

緑
が
丘
一

(下
紺
屋
町
)
二
二

坂

μ

?の
さ

ん

院

内

九

三

市

水

い

ち

ゐ

さ

ん

五

加

七

七

山
岸
百
代
さ
ん

中

之

条

三

三

一(9)ーーー昭和51年10月1日

鮮

10月

実地さ

上固

ました

アマチ

具など

所を開

と

とこ

漁
村
部
落
て
は
漁
業
権
か
な
い
ゆ
、
え

に
、
偽
…
を
原
始
的
な
方
法
で
も
く
っ
て

と
る
と
、
海
賊
あ
つ
か
い
を
う
け
て
追

わ
れ
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
生
き
て

い
く
の
は
ま
っ
た
く
必
死
と
い
う
ほ
か

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
職
業

(安
定
し

た
生
活
を
営
め
る
)
を
保
障
し
な
い
と

こ
ろ
か
ら
お
こ

っ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
も
、
こ
れ
は
一
般
的
な
貧
困
や

一
般
的
な
失
業
の
問
題
で
は
な
い
の
で

す
。被

差
別
部
落
民
な
る
が
ゆ
え
に
、
だ

れ
も
雇
用
し
て
く
れ
ず
、
土
地
を
わ
け

て
く
れ
ず
、
山
を
わ
け
て
く
れ
ず
、
漁

上
塩
尻

佐

藤

都

さ

ん

江
尻
虎
義
さ
ん中

央
一

宮
下
与
十
郎
さ
ん

常
磐
城
四
(
生
塚
)
七
八

保
坂
乾
太
郎
さ
ん

天
神
一
(
北
天
神
町
)
六
五

松
林
、
つ
め
の
さ
ん

踏

入

八

五

矢

島

了

司

さ

ん

大

屋

七

一

高

橋

は

る

よ

さ

ん

野

竹

七

三

宮

原

あ

い

さ

ん

金

剛

寺

六

五

有
賀
直
司
さ
ん中

央
北
二

(新
田

)
七
六

宮

原

清

治

き

ん

縁

が

丘

西

五

二

白

石

友

義

き

ん

伊

勢

山

七

一

関

光

恵

さ

ん

下

青

木

九

一

塚

田

肇

さ

ん

染

屋

七

七
鷹
匠
町
)
六
六

業
権
を
認
め
て
く
れ
る
い
の
で
す
。
そ

れ
か
ら
生
き
つ
な
ぐ
た
め
に
、
だ
れ
も
い

や
が
っ
て
、
顔
を
そ
む
け
る
よ
う
る
仕

事
に
つ
い
て
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
つ
な

い
で
き
た
と
い
う
の
が
今
ま
で
の
姿
で

し
た
。前

途
あ
る
青
年
男
女
の
就
職
を
こ
ば

む
者
は
、
お
の
れ
の
そ
の
行
為
か
一
人

の
人
間
の
人
生
を
左
右
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

差
別
意
識
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の

・刀

7差
別
意
識
は
、
ど
う
し
て
生
ま
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
が
、
被
差
別

部
落
の
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
知

七

竹
鼻
元
次
郎
さ
ん

関

英

雄

き

ん

横
沢
茂
三
郎
さ
ん

春
原
直
男
さ
ん

柳
田
正
次
さ
ん

一
之
瀬
義
隆
さ
ん

荒
井
元
江
さ
ん

緑
が
丘
三

(緑
が
丘
西
)
七
七

小

田

中

こ

う

さ

ん

伊

勢

山

九

O

依
田
芳
治
さ
ん

中
央
二
(
本
町
)
六
三

一
之
瀬
長
恵
さ
ん

中
央
六

(鍛
治
町
)
六
二

小

胎

公

登

さ

ん

福

田

六

三

中
曾
根
さ
と
え
さ
ん

新
科
新
屋

須

川

大

屋
上
青
木

御

所
築

地

保

野

新

田

手
塚
実
次
さ
ん

っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
た
ぐ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

小
学
校
、

中
学
校
な
ど
で
調
査
す
る

と
子
ど
も
た
ち
は
、
大
部
分
が
父
母
や

祖
父
母
を
通
じ
て
、
被
差
別
部
落
の
こ

と
を
知

っ
た
と
し
て
い
ま
す
。
問
題
は

こ
の
と
き
に
正
し
い
知
識
が
与
え
ら
れ

た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
声
を
ひ
そ
め

て
、
「
あ
そ
こ
の
子
ど
も
と
遊
ん
だ
ら
こ

わ
い
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ゆ
が
ん
だ

教
え
方
を
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

「
血
筋
が
ち
が
う
」
「
人
種
が
ち
が
う
」

な
ど
と
い
っ
た
、
全
く
根
拠
の
な
い
非

科
学
的
な
考
え
が
教
、
え
ら
れ
て
い
ま
す

中
学
校
に
進
学
す
る
と
き
、
校
区
に
被

七
五

四
三

七
九

六
四

六一ニ
七
八

岩

下
下
之
条

神

畑

八七

西
沢
幸
重
さ
ん

中
村
み
っ
さ
ん

松
沢
寿
司
さ
ん

岡
村
金
己
さ
ん

天
神
四

(
南
天
神
町
)
五
九

水
野
清
野
さ
ん中

央
五
(
上
房
山
)
八
三

清
野
藤
勝
さ
ん中

央
二

(材
木
町
)
六
七

山
田
八
千
代
さ
ん踏

入
一

(踏
入
)
三
八

平
林
圭
介
さ
ん中

央
六
(
愛
宕
町

)

O

上

村

茂

さ

ん中
央
二

(海
野
町
)
六
五

中

沢

嘉

幸

さ

ん

上

室

賀

七

五

荒

井

昇

さ

ん

浦

野

六

三

〈
お
問
合
せ
〉

上
回
郵
便
局

へ
念

@
C四
九
九

差
別
部
落
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
子

ど
も
に
「
注
意
」
す
る
と
い
っ
た
、
誤

っ
た
「
教
育
」
が
行
わ
れ
る
と
い
う
例

も
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
子
ど
も

た
ち
は
、
偏
見
を
植
、
え
つ
け
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
す
。

差
別
意
識
を
持

っ
た
父
母

・
祖
父
母

に
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
は
、
人
閉
め
尊

厳
を
知
ら
ず
に
、
く
も
っ
た
目
を
持

っ

た
、
こ
の
う
、
え
な
く
不
幸
な
子
ど
も
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
別
意

識
を
植
、
え
つ
け
る
父
母
や
祖
父
母
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
づ
く

七
五

七
一

六
三

西
山
友
次
郎
さ
ん

宮
鳥

司
さ
ん

工
藤
い
づ
み
さ
ん

宮
沢
と
く
い
さ
ん

甲
田
忠
夫
さ
ん

本
間
松
太
郎
さ
ん

中
沢
貞
野
さ
ん

小
林
き
美
よ
さ
ん

樋
口
ツ
ル
ヨ
さ
ん

林
や
ゐ
の
さ
ん

木
賀
ヤ
ス
ノ
さ
ん

片
岡
丈
夫
さ
ん

大

湯
石

神

下

組
西
前
山

五

加
石

神

野

倉
手

塚

手

塚

奈
良
尾

十

人

小

牧

伝
説
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

「
上
回
の
秋
祭
り
」

日
日

U
・

c
-
V午
後
六
時

初
日
三
有
線
放
送

七五八八八八六六六 七六
六九 四 O 三五二 七七 O 八六
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母子保健推進委員名簿(敬称略)

号 I1 母子保健推進委員は、結婚前後の女性、妊産婦、乳幼児、母親の健康診断の勧め、臼常生活、家族計画、更年

調く

:約 4，000

E以上)が

fルなど五

号に急、歩が

はいなど車

-園田F

;月)午前 9

階市長室

期などの心配ごとを、市の保健婦と連絡をとりながら相談に応じています。お気軽にご相談ください。

受持自治会名 氏 名 住 所 連絡先 受持自治会名 氏 名 住 所 連絡先

跨入・上常国 木次松子 常入 1-13-8 公24-1071

下岩ー上木青、久保木下林

邑上房チ 岩下 2 9 2 有 2-1525 

泉 町 山辺はる 踏入 1-1-20 有 2-7312 関はつ江 蒼久保 1 3 1 7 有 2ー 1711

中常国 坂井和子 常回 2ー 18-18 公22ー 1035 みすず台南 簾田みと志 蒼久保1476-4 7 公35-0623

北下 常F吉 田国 山本みよ子 中央2ー 16-23 公22-8575 みすず台北 井ノ口佐千子 蒼久保 1 6 0 0 公35-1544

材木町 水沢房子 材木町 1-12-10 公24-6984 みすず台北 阿部ょう子 蒼久保 1 6 0 0 公36-3189

細松材工刷末広工木町鷹、匠大町町手町一

田中まつの 材木町 1-1-16 公23-0855 梅が丘 中本チエ 蒼夕、{呆 5 0 0 公36-2435

藤生百重 大手 1-9-11 公23-1045 梅が丘 因子周子 蒼久保 5 0 0 公35-1481

南天神町、泉平 神津とも校 天神 4-1- 1 公24-3884 国分、黒坪 太田季子 国分 10 7 5 公24-5006

鯛北綾町田天、町海神、野馬町町獅 T
平野フジヨ 天神 4-22-6 公24-5571 下 堀 草間勝子 国分 1514-2 公24-8062

上村茂登恵 中央 2-9-6 公22-0707 上 堀 清水きのえ 国分 1-3 -16 有 2-28日

原町、丸堀 国友とき 中央4-2-13 公22-9275 上 1尺 竹内芳子 国分 12 2 2 公22-3768

木町、北大手 山口喜代子 中央4-19-3 公22-6432 長島、金剛寺 土屋さだむ 長島 10 5 5 有 2-6908 

上原ヨシ 中央東 9 - 20 公24-6993 長島、大久保 太田さだ子 長島 69 1-1 有 2-7038 

鰐
北沢敏子 中央東 5 - 57 公22-4638 金 井 小林紀子 金井 162-11 有 2-6389 

和田ちか 中央6-1-23 公22-3892
野山笹竹口井、、、西岩蛇野門沢竹

水出とき子 山口 11 8 9 有 2-6478 

青 木裕子 中央 5-1-5 公22-0403 伝固まさ江 古里 6 8 公24-1504

新 回 橋 詰信子 中央北 1-1ー 17 公22-8598 染 屋 西沢とも子 古里 20 9 4 有 2-6020 

新 回 遠藤信子 中央北 2-9-7 公22-5683

日 染 曜 屋r 
松沢輝代 材木町2-13-123 公24-4806

下紺屋町 岩下こ江志 中央西 2-11-29 公23-0559 中曾根智子 上野 2 6 0 有 2-5353 

録原、西脇、新町 小林喜代 常磐城 lー 17-15 公23-1295 久イ呆回 尚 森 1 1 4 4 有 2-3055 

生 塚 矢島ふさ 常磐城 4-4-24 公23-1828
町中林吉田吉之、下郷吉田田

六川勝子 中吉田 2512-1 有 2-3581 

諏訪部 柳楽米子 常磐城 3-7-48 公22-1595 荻原はるい 町吉田 1445-11 公35-0736

常 磐 町 久保山弘子 常磐城 6-13-8 公22-5763 北原文子 f長台 13 2 0 公35-1365

矢??

縁が丘 関口あや子 緑が丘 1-5-16 公24-5598 神林愛子 下郷388-1 有 2-4574 

新 屋 小宮山二三子 緑が丘 1-22-4 公22-0531 斉藤ちカひ|別所 1 6 1 1 公38-3968

城北、緑が丘西 宮川より子 常磐城 5-2-24 公23-1925 上本郷、下本郷 田中八重子 上本郷 9 6 公38-2205

緑が丘北 金井普子 緑が丘3078- 16 公23-1588 五加、東五加 村山ひとみ 五加 5 4 公38-2188

小牧、三好町 片岡良子 小牧 5 2 6 有 3-5434 五 力日 長谷川むつ江 五加 1300-1 公38-3392

諏訪形、須}I! 手塚規子 諏訪形 8 9 2 有 3-4775 上小島、下小島 小泉史 小島 91-1 公38-4646

中村、朝日が丘 宮下益子 中村 11 2 8 有 3-5055 中野、舞回 倉沢美代子 中野 8 9 5 公38-2313

御 所 加藤寿美枝 御所 54-3 0 9 公22-5767 保 野 板橋富子 保野 3 6 公38-2697

中之条 田中 丈 中之条 7 0 9 有 3-4059 八木沢 藤沢達子 八木沢 1 2 7 公38-4181

千曲町 広田きかえ 中之条 1 2 0 3 有 3-5705 

学平雫石井海寺尾団仰鈴t地F 子

武井道子 中野 201-9 1 公38-3773

秋 平日 滝沢かっ子 秋和 6 6 9 公22-7032 皆瀬明子 石神 1837-1 公38-4633

秋 平日 中島喜久子 秋和 7 6 2 公23-6426 峰村めくみ 中組 28 3 8 公38-2545

上塩尻 馬場正子 上塩尻 6 7 有 2-9195 下之郷 丸山ヨシエ 下之郷 4 6 2 公38-3285

下 塩尻 本道あぐり 下塩尻 4 8 0 有 2-9644 東十前山、 新人町 黒坂智恵子 東前山 3 5 9 公38-3405

}I! 辺 町 田原とく子 川辺町 70 7-2 有 3-3193 西前山、山田 小山志ず子 西前山 1 6 0 6 有 62 1 5 

神 畑 金井六の 神畑 35 2-2 公22-5135 手 塚 吉野多j荷貴 手塚 1046-2 公38-4329

東築地 増 子泰子 東築地 10 2-6 公23-0992 仁古田 小林とり子 仁古田 5 7 9 有 21 3 7 

川辺町 征矢野せっ 川辺町 869-3 7 公22-9419 岡 古平さき 岡 2 1 9 公31ー 2678

上田原、下之条 塚本武美 下之条 7 1 9 公22-3006 下室賀 南波幸子 下室賀 2 。有 30 9 5 

者 升 宮原輝子 上田原 1222-7 公24-3044 上室賀 清水澄子 上室賀 2005ー l 公31-8234

築 地 倉沢敏子 築地 2 4 8 公24-6544 泉 久松満江 小泉667-1 公23-8276

l下l川与科J且辺、 山過町口
塩 }I!¥，、ずみ 川辺町 1027-1 公23-1358

小浦藤野ノ越戸木泉
柳沢由子 小泉 19 1 3 有 3ー 1883

石井ます子 上半過 2 7 9 6 有 3-1371 今井紀子 越戸 224-1 有 26 5 3 

吉田、福岡 後 藤久枝 福田 43-1 公22-8098

犬 屋 小 林敦子 大屋 4 5 8 公35ー 0100

大
屋 酒井富江 大屋 12-4 公35-0472
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